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陳 情 書

趣旨

現在、政府において強引に進めている郵政事業民営化に反対する。

陳情事項

政府は、経済財政諮問会議において構造改革の中心課題として、郵政

事業の民営化に向けた検討を行っています。

このことについては国民の間に非常に多くの異論があります。

現在、郵政事業は、国営の公社として全国24,700の郵便局を通じて、

郵便、郵便貯金、簡易保険の三事業のサービスを全国であまねく公平に

提供し、創業以来私たち国民の生活安定向上と福祉の増進に大きく寄与

しております。

特に郵便事業においては、仮に民営化されて採算性優先の運営が行わ

れると、収益性の高い都市部に事業が集中し、山間部や島しょ等の不採

算地域との間で料金格差が生じ、全国統一料金制度を維持することが非

常に難しくなり、国全体としての均衡ある発展は望めなくなります。

更に、現在では郵便局において、各自治体との連携により住民票や納

税証明書の交付事務を行うなど国民生活の利便性の向上に大きく貢献し

ております。

また、各新聞のアンケートにおいても郵政事業の民営化を望む国民の

声は一貫して一割に満たない状況と報道されております。

よって、私たちは、郵政事業の果たす公共的、社会的役割の重要性を

考慮し、郵政事業が民意に反して民営化されることなく現行経営形態を

維持していけるよう千代田区議会から政府に対して意見書を提出して頂

きますよう要望しここに陳情致します。

平成１６年９月２１日
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